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本書はスイスの Base1にある S.Karger社から出版されており，同社の眼科に関する
刊行本としてはほかに月刊の Ophtha1mo1ogicaと Advancesin Ophthalmo1ogyがあ
って，いずれも座右に欠くことのできないものである。年刊としての本書の特長は狭い分
野の問題を基礎的臨床的に深く堀りさげたシンポジウムや談話会を取りあげており，同じ
問題を調べようとするときや，毎年の西欧における眼科学の進歩にふれようとするときは
必ずひもとく必要のある格調高い本である。今回発行された第 10巻は続発性網膜剥離と
題して 1970年スイスの Lausanneにある J.Gonin Clubeで 10月 18，19日の 2日間に
わたる第 7回談話会の収録である。本書の内容は次の 4つ問題が主題となっている。 
1)網膜手術における新しい進歩と光凝固 2)非外傷性続発性網膜剥離 3)外傷性網膜剥
離 4)糖尿病性網膜症の局所手術療法。 1stSessionの網膜手術の進歩としてはここ数年
間世界的に普及したものにクセノン光あるいはレーザ一光による光凝固法であるが， これ
に関する演題はすくない。
最近とくに網膜剥離に対する Cryopexieが脚光をあびている。これに関する演題は H. 
Linco町一派の 2題と W.Lerchおよび H.Hi1sdorfの報告がみられ，特に H.Lincoff 
の Cryopexieとヂアテルミーを比較しつつ電顕的に検討した報告は印象深いものがあっ
た。裂孔のみつからない網膜剥離の治療は苦労の多いものであるが， R. Witmerのその 
50例についての興味ある成績も一読をおすすめしたい。網膜剥離における硝子体の問題
は近年特に関心を集めている。 J.D. Scottは vitreoustractionの概念に始まって，新
しい手術法としての vitrectomyに用いる器具の紹介やその手術成績が精力的に報告され
ており，この新しい手術法は次の Session にもとりあげられ続発性網膜剥離には今後大
きな役割を果す術式であろうと思われる。 
IInd Sessionの非外傷性続発性網膜剥離については W.J. Norton の分類に始まっ
て， pigment epithe1opathy，macu1opathy，Behcet，choroida1 melanoma らの蛍光
眼底所見について A.Wessing，J. Francois，V. Curtin，R. Doddsおよび日本の清水
弘一教授らの報告がみられ，盤光眼底の臨床的意義が一段と高く評価されている。さらに
続発性網膜剥離の重要な原疾患である Eales病， Coats氏病，糖尿病性網膜症によるもの
についても努力の成果が報告されており，とくに Coats氏病については 5題，糖尿病に関
するものは 6題におよび，失明の危機に立つこれら難病に対する関心がいかにょせられて
いるかをくみとることができ，眼科医にとって必読すべき集大成である。 
IIIrd Sessionの外傷性網膜剥離では 20数民による膨大な数におよぶ非穿孔性および寄
孔性外傷による剥離の統計的観察，裂孔の部位の分布，手術法の選択，手術成績が精力的
に報告されておりどれをとっても一読に値するものばかりである。最後の Sessionは糖尿
病性網膜症の局所治療に関してであるが，この方面の第 l人者が続々と登場する。クセノ
ン光凝固法の創始者である Meyer・Scwiekerathを始めとして A.Wessing，A. R. Irvin， 
E. Ocun，H. Zweng，P. Amalric ら豪華な顔ぶれである。全般を通じて感ぜられるこ
とは本症に対する光凝固法の長期にわたる followupと厳正な効果判定や反省が述べら
れている。
また，最近開発されたアJレゴンレーザ光による治療成績やクセノン光との比較した報告
も3題みられ，現在日本には購入されていない凝固装置だけに興味深く， この方面の関心
をもたれる方にはぜひ一読されることをおすすめしたい。
以上本書の印象深かかった点について書いてみたが，もう一度熟読したい気持ちがする。
広範にして重症な続発性網膜剥離の現在における最もよき治療指針であり座右の銘として
推賞できる好書である。(石川清)
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